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1天界新知識
　　　　　　　　　　　　　蓮星系．鯨座第15番星「

　春分鮎の東南隣にある13Ceti星は・1887年にH（・ugh氏が二重星だと螢見し，1907

年にR・G・Aitken氏〔L・0・Pub・12・5（1912）〕オζ其の軌道を算定したことがある．

ヌ．，同1907年にFrost氏は此の星系の圭星が分光連星であることを螢表し〔Ap．　J．25，

60（1907）〕，翌1908年にF〔〕x氏は其の分光軌道要素を計算した〔Ap・J．27，375（1908）〕

其の後，眼観三星としての研究は伊國のMi，　ggini氏〔A・N・255，97（19・　28）〕が干渉

計親測串によって行ひ，叉，分光連星としての研究は1’arnskevupeulos氏〔Ap・J・52，

110（1920）〕や1）og（・氏〔Ap・J・68，116（1928）〕氏のものがある．一ところが，此の

星系は暗星の；有無恥に因んで，非常に複雑な構造であるやうに喧傳せられ，それに，

1928年にはSlavenas氏［AP・∫・68，125〕が光度観測から見て此の星が週期O．　d469　2

の小墾光をすると登表したことがある・

　米國ミネソタ大半のw．　J・Luyten氏は此等の諸家の研究を吟味して，次の如き軌

道要素を算：出した〔Ap．　J．78，225（】933）〕

13Ceti

　　片親軌道

p＝6，91年

cr　o：　30，　6一　4e　og．　1，

y＝＝O．tt41　in　930，

5．m6　GO＆6，m4　p，　rc＝O．，tO50

T＝39　Km／sec

　分光軌道

P　‘＝　2・08189日

a　＝　O．’i244　＝　4．9，　A．U，　asini＝　1．06十106Km

e　＝　O．73　e　＝　OJ
9＝．　240　K＝37　1〈mfsec
i　＝　十　52e

hl　＝　730

T　＝　1925．94

位置角は増加

質量　　　 AI＝　0．95　　　A2＝＝0．32

V＝十11Km／sce．

ω二 @1soo十〇，0016（t－T）

tr　＝　J．　D．　2418402．33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　B＝1．oor

　　　　　　　　　　　　三重星系　H，】）．　198287－8

H・1）・198287－8と）・ふ星は1921年にヰルソン山天文窒のMerrill，　Humason，　Miss

Burwell三氏ボス（：クトル中に輝線を饗見し，それ以來Humason，　Christie爾氏の観
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測が1932年まで纒績されてるた星である・此の星はH・D・目鋒にはスペクトルがF5－

A3と記さ才レA1434と）・ふ二重星で，　P・A・256・。5，　D・2！ノ30，爾ほ，混晶は近接連

星である云々と記されてみる，

　止の星のスペクトル研究から，週期約18．60日の分光蓮星なることが知られ，叉，同

様な研究でア次ぎの如き長週期軌道要素も知られて來た．

　　P＝12．3年　　　　　　　　　 ω＝1109
　　1（＝　17．5　1く1皿ノsec　　　　　　　　　　　　　T　＝＝　1932．5

　　“r　＝：一2．0　，，　asini＝：　10［　1〈rn

　　e　＝　O．2　mi　sin3　一i（mi　十m2）L’＝　9．，tt，　〉〈　（1．1）

光度の二化も亦認められた．光度曲線はβ取rae型で，．週期は18・6日である〔W・H・

Christie，　ApJ．　78，　200　（19，33））

　　　　　　　　　　　　　　一　新　二　重　星

　H．D，144955即ちRD・＋58。1611と）・ふ星は，僅か2ク離れた所ld1級の二三を

持ってるる・之れは米國1’ick天一塞で去八月8日に91二大屈折機ecよりP・Kuipα氏

オ磯見した・此の星は1905年工月21日に向天文豪のR．G．　Aitk・n氏が見た時は，

二重星と見えなかった由であるから，蓮動の可なり早）・星か？〔P・A・SP．267，261

（19．　33））

　　　　　　　　　　　銀河の三韓を観測により立謹す

　大宇宙がP］eiadesや太陽を中心として廻豪してるるらしいといふことは前世紀か

ら考へられてるたが，今から見ると其れ等は皆何の讃擦もないことであった・其の後

　1）球状星團の分布や，蓮動，

　2）極端な高速星と，其の運動の非i財照的分布

　3）恒星界の若干の星流

等の事忌が認められ1何等かの理論が要求されてるたが，途にユ926年に三幅Ljndb工ad

氏がアカデミ論交集に，銀河の廻韓に關する若干の論文を登表し，つv・で翌1927年オ

ランダのOort氏が此の理論に基いて，星の競線運動と固有運動との關係や，廻韓の

申心へ星が密集してみる鮎などを立誰し，之れを銀河廻韓に懸用して，中心の銀経を

325。と決定した。

　1928年には，ギクトリや天文塁長J・S・Phskdt氏は600個の1う型星の覗線運動の分

析によって之れを謹明した．

　近々，プラスケト上等はギクトリヤで，7・5級以上の総でのO－137型星（南緯一］1。以

北）の分光観一院絡了し，1’lasl｛ett氏と？earce氏との合名でPul）J　D・Ap・Obs・5，iil

（1933）i｛　314個の星空ガスの運動を分析し，先づ全部を距離により二分して，

約300パ1セクの距離の一群は　銀河廻轄係籔　＋525士0．461（mlsec　中心331。・3

　．60trO　，，　，，　十10．97±O．64　．　，，　331　．1
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更に又，0－B7星849個の乳線速度の研究から，

廻韓係籔

　　　　　　IJ
5・5級以下　　，，

5．5級以上　　，，

十　9．7±：1．6　　　　　　申，ひ

十18，0±1．2　．
十　3・3±0・9　（x＋5．5）

十　3．4±1．3　（K・十2．2）

慰｝・一・・星

　　　｝・・一・・星

昨夏，米國シカゴのA・A・s・四四でヰルソン山天丈i嚢のA・H，Joy氏が124個のセブ

アイ一下の運動の研究を登表した・氏は此の時，空間吸攻が毎1000パーセクに就き

O．85であることを妙見し，之れを利用し，全空間（距離は12000パ1セクまで）を通じ

て，眞距離1000パ1セク毎に18・5（vict・ria天交墓の槻測からは，17）・Km／sec，廻韓

中心の銀雪は324。（Victoriaでは，324・。4）となる・

　近距離特rc　7・0乃至7・5級の200パ1セク李均のK星については，　Redman氏が（理

論上＋3・5Km／secなる筈だが）・非常1（小さい値と，中心銀経50。とを得た．叉，上表

のは・それ々々挙均競差を0・”0030及び0／／0076と假旧した場合の計算である．此

等，近距離星の不一致は，多分，ごく地方的な群團蓮動によるものか？

　　　　　　　　　　　　　　恒星の紹封光度の分布

　米國ヰルソン山天丈墓のGustaf　Str6mberg氏は，さ』きにBO型乃至M型の恒星に

ついて，覗差運動や掲自震動や視線運動を根擦としつ㍉絶封光度の分布を研究した

が〔Ap・J・75，115（1932）〕，次ぎに同氏は現川光度5・5級以上のA型F型G型K型の恒

星について，三角覗差を根擦として，絶醤光度の分布を研究した．其の結果，大膿は

前の研究と同様であって，

　1）　星は“Supergiant”（超巨星），“Bright　gianゼ，（輝巨星），‘‘Normal　giant　”’（標

　　　準巨星），“F・int　giant　”（微巨星），“Dwa・f”（綾星，即ち主列星）の五種に分

　　　ち得ること，

　2）F型星は上記の如き種別が9iJ　es，としてみな）・で，M＝一］といふ星も存在する事

　3）A型の超巨星が存在すべき筈だが，結果には現はれないこと・

　4）K型星はM＝＋4・5のあたりに星が無いこと・

　5）　K型G型の星に微巨星があるこξ明らかである・

　6）M＝一1・5のあたりにG型がないこと・

　7）　超巨星と輝巨星の匠別が明瞭を訣くこと。

等が主な黒占である〔Ap・Ja　78，178（1933）〕

　　　　　　　　　　　　　　球擬星團の空間分布

銀河には，遠）・星の光を0・8±O．2級も滅少させるやうな物質がひろがってみるこ

とが確かになったので，米國ブジ＝ヤ大學天文毫の　P・Van　de　KamP氏は，此の論

を利用して銀河の外部にある球状星團の距離を計算し直したd下表は其の結果である・
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こ玉に，R！は此の計算によって得られた目星團の距離（キ・パ1セクで表はす〉但

し，Rを吸牧の計算をしない牛合の旧式な距離とし，　bを銀緯，　Cを一恒数として

　　・・1・調R一、・酬・l
　　　　　　　　　　　　　　　　　I
の式により計算した．

　太陽は此等の星團全力の中心より約軽キロパーセクだけ離れた所にある〔J．A．989〕

　　　　　　　　　　　　　　新　し　い　星霧

　襖國WimのH・KrumPholz氏は，去1932年六月10日Grigg・Sklellerup彗星を襯測

中，同彗星の近くに，今一つ彗星の如きものを装置し，調査の結果，留れは未だ何れ

の記錐にも無）・一新星霧であることを知った．位置は

　　四三　12h　14m　36・s　52

　　　　　12　1，　2　22，6
　　11
　　　　　12　12　．38
　　：1
光度は約12級で，

約20”〔A・N・5985〕

赤経＋50022／12／！7

．　十50　37．2

　　十50　3，5．6
77

春分黙　1900．0

　　　　1855．0
　｝）

　　　　1860．0
　17

口as　68cmの屈折機では見逃し得ない天膿である．形は長くて長さ
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　　　　　　　　　　　　　暗黒星霧の構造

　BamardやWolf等が登見した暗黒日宇dark　nebulaなるものは，其の質量の研究

によって，決して其れが主としてガスから出來てるるのでなく，むしろ微粒子團であ

ることは確かである・〔Pannekoek・proc・Amsterdam　Acad・25，720（1920），　EddingtOn，

Internal　Constittition　of　Stnrs・388〕しかし此の微粒子の大きさに就ては明らか1（知ら

れてみな〉・・ロシヤのプルコワ天一毫長B・P・Gerasimovic氏が近頃Debアeの理論を

用ひPannekoekの材料から計算した所では，　L牛■星霧の全質量を可なりひかへ目に

10000×∈）と見て，微粒子の細魚は0・0000007乃．klO・lcmとなる．叉，氏の計算によれ

ば，巨星や超巨星の近傍では光波長の＋分ノーや一萬分ノー程度の反射球粒は永久に

保持し得られない・BO－B5型の星の揚合には此うした粒子の最小限はO．2－O．04Cmと

なり，叉，晩期巨星ならば0・001乃至0・0001Cmとなる・しかる1・c，綾星は光歴が・1・さ

v・ためにselective　scattering　をするやうな小粒子を保有し得る　〔B．　1）．　Gerasilnovic，

Zs．　f．　Ap　4，　265（］932）；　Sch（5nberg　＆　Jung，　A．N’．　247，　4］3　（19，　33））

　こうして，星の引力と輻射歴との關係は，甚だ複雑にして興味ある問題を提供する・

例へば，所謂L彗星三星霧「C・metary　nebulaeと構し頂黒占に輝星を持つ微光星霧が

あるt現に

　N・G・C・226L（Hubbleの攣光星霧）・中心核はR　MQn星で，星霧スペクトルは連績型

　N・G・C・6729．（壁光する）・中心はRCoA星で，星霧スペクトルは蓮三型

　N・G・C・2245．　　　　　　中核のスペクトルはB1．　星霧スペクトルは連績型

　N・G℃・1555・（Hindの攣光星霧）　中核はTTatiri（スペクトルはpec）

　無名星霧（ct6h　03mδ十18。42！，1920）Hubble氏螢見中核スペクトルはB1．星霧

　　　　　スペクトルは四丁型

　無名霧星　　　　中核星・・CPD－25。2286，スペクPレはMa，　X’an　den　Bos氏螢見

　無名星霧　　　　，，　　＝BD＋28。645＝　RY　Tauri，不規則二三，　F8型

　叉lPOphや22　ScoやB・D・一24。12684等の寄々は雨霧につNまれ，暗）・laneを

有ってみるが，旧れ等は引力と斥力とが釣り合って定常的になってゐVsい現象だらう・

　」又，B144の如き暗部は，勉物形で，中軸はYCyg（それからαCygまでも）に向

ひ，距離は星から4。だけ離れてみるに過ぎない．

　　　　　　　　　　　ライデン大撃天女奎の創立500年祭

　オランダ國Leiden大呼天双墓は，去1933年十月6日，創立300年の魁町を墨げ，か

ねて現塁長De　S三tter博士の大學教授在職25年説贈号を塞げた・

　ライデンの五四窒は1ロマのゾチカン天華塞に次ぎ，世界第二の古v・天文塁で，1633

年Goliusによって創立され，中途で一一時衰へたが，第十九世紀中頃Kaiserが中興

の圭とな窮其の後H・’G・Vall　de　Sande　I3akhuyzen父子を経て，1918年にDe

Sitte「氏が塁長となったものである．
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　當日，De　Sitter教授は．一場の演説を試み・旧交學の歴史汎

　（1）　バビロ＝ヤ，エジプト，古代ギリシャを経て1Aristotleが最高潮となる時代．

　（2）　HipParchusよりCopelnicus・までのPtolemy時代

　（3）Tycho，　Kepler　Galile（）を経てNewton時代

　（4）　1860年頃窺眞及分光術の機明によるモダン天女學時代

の4っに分け，1633年ライデン天文豪創立は上記の第2期から第3期への過渡期にあたり

186i年Kaiserの就任は第4期の始めに當る等を述べた．

　次ぎに，現毫長De　sitter氏へ記念品を贈るに當り，Oort氏が代表して感謝融を

蓮べた此の日，外診からも若干の天丈家が出席し，盛會であった由・

　　　　　　　　　　　　　マクドナルド天女蔓の難況

　米國シカゴ大學と協同してMcDonaユd天文墓を建設中のテキサス田鼠の報告による

と，口樫200センチ（8⑪吋）の大反射鏡は，NY・州Corning市の”1＝ング硝乎二三

特製のパイレキス硝子で作られ，焦黒血距離は8米（山繭占比は4）とし，＝ウトン，カスグ

ラン（焦黒占距離29米）爾式のぽかtC，肯ぼ，極軸内に星の光を導）・て固定器で潮測し得

るやう（有効焦黒占距離49米）に設計されてるる・光學部も機械部も皆クリ1ヴランド市

の有名なWarner・Swasey會肚が作るので，之与しほどの大望遠鏡を全部軍一の會杜で作

るのは珍らしい例である・叉，天文塁の敷地選定はテキサス，アリゾナ，カリフオニ

や等各地で行はれたが，結局，南西テキサス州Davis　MountainS中のMonnt　Locke

（Fort　Davis市より15哩）に定められた・此の地は海抜6800尺，北緯：30。40，である・

（P．　A．　140）

　　　　　　　　　　　　　　コルトバ調査表の完成

　第19世紀中頃ArgelanderやSch6nfeldによって計書完成されたBomer　Durchmu－

sterungを，南極まで旗罰するため，コルトバ天文塁長Thome氏は1890年頃から観

測を始め，

　　】892年にaglk（赤緯一220より南一一52。まで完成）

　　1894年　（　第2巻　（赤緯一62。まで完成）

が既刊となってみたが，去年，10．0級以上の星全部を含めて

　　1933年に　第3巻　（赤緯一90。まで）

が出版された．〔Rcsultados　del（）bs・Nac・Argentino，21，　va　“Catalogf｝de　las　Zonas

de　Exploracion，　一620to－900ti）

　　　　　　　　　　　　蘭領東印度レンバン天立面

　オランダ領束印度の天文學史は，1765年　Johan　Mauritz　II　h】’といふ掃込師が

Bataviaに私立天交塁を建て，其所で（1761年や）1769年の金星経過を槻測した事に始ま

る．Mohrは1775年十月28日に死んだ．其の後一世紀牛して，　K・A・R・Bosscha（19

28年死）の寄附によV，ジヤゾ島Band・eng市の北郊Lembangの丘上に。ボシや天文
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毫1が建てられたのである．

が到着したのを見るに，此の天交毫は

　　東経　7b10m27・s84，　南緯　6Q49■32！！93，　海抜

であって，器械は下の如きものを有ってみる・

1）　Zeiss製大赤道儀

　　　　ドーム内径

　　　　二見の幅

　　　　昇降床，直樫

　　　　　｝1
2）　Schmidt製赤道儀

3）　Merz製赤道儀

最近（1933年十二月）此の天丈毫の記事．を載せたAnnalen

昇降範圃

口径　60．OCm

　　60．01：

　　14，5ni

　　3．Om

　11．0
　　3，8

　　口径

　　　11

工300m

焦黒占　］．078・Ocm　　（寓眞用）

，，　1072・0　　　（眼覗用）

　　　　　　　　　　　　37．OCIn　　　　焦黒占

　　　　　　　　　　　　19．0

八二，Zeiss製UV式三赦玉カメラ　ロas15．OCm
，，　　Zeiss製Astro－Tessarカメラ

4）Secretan製赤道儀

5）　Zeiss製赤道儀

）
）
）

ρ
Q
［
’
8

口径16．Ocm
　　　13．0

附罵，Zeiss製Astro三間玉カメラ

　　　p7　））

　　　））　17
Zeiss製彗星捜索器

Bamberg製子午儀

標準時計

　　（i）

　　（ii）　Richter

　　（iii）

’rriotal’

Tessar

口裡1LOcm
　　　9，　．O
er

　］2．O
ll

　焦黒占

口裡i6．Ocm

　　4，371

　　5，35））

　焦黙

700．Ocm　（眼親用）

300．0　　（眼親用）

　焦黒占149．3cm　（爲眞）

　　，，　60，0　（．）

215・OCm　（眼功用）

230．0，，　（　，，　）

　　焦黙27．OCIn　（寓眞）
　　　，，　／5．0　（　，，　）

　　　，，　14，0r　（　，，　）

95・Ocm　（眼覗用）

92．0．　（　．　）

　　　　　　　　Rieflei’時計第487號（恒星時）振動方向，南北

　　　　　　　　　　　　”第110號（雫均時）　　，，　東北←→西南

　　　　　　　　De　Casseres時計第3號（恒星時），，　　東南←→西北

　此の天界垂は赤道に近く，天氣が比較的悪く，殊に五月から九月までは雨が多い・

ヌ，，北にTangkoeban　Prahoeとv・ふ火山があって7硫黄を吐き出すため，銀鏡や銀器

は使用し得ない由．

　塁長はJ・vou亡e（フアウタと呼ぶ），毫員はA・wa1工enquist氏ほか籔名のみで割

合に少籔である．

　　　　　　　　　　　　フェルス。プラネタリウム尭成

　米國第二のプラタネリウムが既報（天界第　號第　頁）の如く近くブイラデルフイ

や市Logan　Cireleのフランクリン高目に完成し，去十一月1日盛i大な落成式を墨げ

た・寄附者はSamuel　S・Fels氏で，當日の式に，建築師∫・T・Windrin氏から鍵を受

け，其れを學院長HユywaYd氏に渡した・三日，ミシガン大面天文奎長H．　D．　Curtis

博士め記念講演“The　Itnpc　tance・f　Planetarium　t・Science，　t。　Education，　and　t・

Rec・e・ti・n”があった・」・une・St・kley氏が所長である・ド1ムの直TSは20米，約400

名の座席を有す・此所にはZeiss製プラネタリウムのほかに，　Fecker會就製の口径60

糎反射鏡と，25糎Zeiss製の屈折機（Urania型）とを置き，1又，　YerkesやMt・Wilson

爾天丈壷から多くの復窟篇眞を陳列することにして民衆教育をやる筈・公開は去十一

月6日から始めた．〔P．A．410〕


